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博多港ではクルーズ需要が拡大中！

2016年は前年の約１．４倍となる３５０回を超えるクルーズ船の寄港
予約が入っている状況（２０１６年６月１日現在）

福岡市が民間活力を導入したウォーターフロント地区の再整備を
検討中

近年の急激な寄港回数の増加や船舶の大型化へ対処するため、
クルーズ船の受入環境の改善が急務 MAP

中央ふ頭

※約4,200人乗り、長さ約350m、マスト高さ約63m（ビル21階建てに相当）

既存岸壁を
140m延伸

アジア最大のクルーズ船※の寄港実現
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◆博多港におけるクルーズ船の寄港回数の推移［回］
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◆博多港におけるクルーズ船の寄港回数の推移

外航

内航
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出典：福岡市「数字で知ろう博多港（平成26年）」

中国発着の大型クルーズ船
（総トン数：約138 ,000トン、定員：
3 , 840人)を対象に推計

◆大型クルーズ船の寄港１回あたりの経済波及効果

約１億９,０００万円
日本一
（外航）
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第４次重点計画

福岡県

博多港中央ふ頭地区クルーズ船受入環境整備

『クルーズアイランド九州』の確立に向けた受入環境の改善


